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第 6 章　大麻の 植物学

第 1 節 は じめに

　第 1報
i ） で も述 べ た よ うに大麻 （・＝ア サ Cannabts 　sativa 　Linne ）は まれ に み る

一
属

一
種の 植

物で あ る 。 人類 との かか わ りの 多い 「繊維植物」，
そ して 「薬用植物」 で もあ る 。

　大麻研 究 に携 わ っ て 約 20年 ，
い つ も気 に懸か っ て い る こ とが幾 つ か あるが，そ の 中の 1 つ

に大麻 （＝ ア サ）は植物分類学上 ，何科に属 して い る のか とい う疑問が ある 。 何故か とい うと

著者が 学生 時代 は ク ワ科 （Moraceae ） と教 わ っ た が ，別の 説 と し て ア サ科 （（；aftnabaceae ，

Cannaloinaceae あ る い は （：annabidaceae ）とする説 ， 即 ち二説が ある か ら で ある 。 どちらで

あろ うと大 した こ とで は な い と言 うか も知れ な い が，こ の 植 物が カ ン ナ ビ ノ イ ドと い う60種

余 りの 成分を含有 し ， しか もそ の 一つ が テ トラ ヒ ドロ カ ン ナ ビ ノ ール とい う強い 幻 覚作用物質

で あるが故に明確 に して お きた い の で ある 。

　本章で は大麻 の 植物学
一

般 を記述する と共 に
，

こ の 点を追 求す る こ と に す る 。

第 2 節　大麻 の原産地

　ア サ は植物分類学上裸子植物 的特性 の 形質 を有する原始的被子植物群 に属 して い る 。 原産地

は既述 の よ うに カ ス ピ海の 東 ，
マ ラ ル 海 の 西 と され る 。 こ の 付近 には ソ グ ド諸国で あ る何国

（現在 の ク シ や
一

ニ ア ），康国 （サ マ ル カ ン ド），安国 （プハ ラ），米 国 （マ イ ム ル グ），史国

（ケ ッ シ ュ ）が存在し た
。 そ の 西方は

，
バ ル ハ ッ シ湖 と天 山山脈を境 と して 中国に 通 じ て い る

。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ハt マ
と こ ろ で

， 中国語 に 「よ ろ し い で し ょ うか ？」 の 意 と し て 「好幺 」 が あ る 。 今 で も よ く

＊ 薬　学　部

Faculty　of 　Pharmaceutical　Sciences
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　　　　　　　　学

鯊

Fig．1　 ソ グ ド諸国 と シ ル ク ロ ードe ：

使用 され て い る言葉で ある 。ハ オ マ の 語源は
，
BC 　500〜 600年 イラ ン に伝わ る ゾ ロ ア ス タ

ー教

典 （ゼ ン ド ・ア ヴ ェ ス タ Avesta ）にみ られ る ア ナ
ーヒ タ

ー
の 泉辺 に育つ 聖樹，即 ち ハ オ マ で あ

る 。 ドイツ歴史学者 ヘ ル ツ フ ェ ル トは
，

こ れ を葡萄 ＝葡萄酒 と した 。 しか し， 教典の 主 旨から

す る と麻酔性や酩酊作用 が ある ら しい
。 特に，白ハ オ マ は特有の 薬理作用 を有す る植物 と して

注 目され た 。 江上波夫著 「華佗 と幻人」，松本清張著 「眩人」 に も出て お り，後者 はあえて ハ オ

マ を原植物 ， 太處 に比定 して い る 。
ペ ル シ ア 古語学者 ， 伊藤義教 は盤 ，

一戸良行 は ギ リ シ

ア ・ラ テ ン 語の 母音の 響 きか ら彑之 （学名パ パ ヴ ァ
＝乳 白の 糊）， 白ハ オ マ は邏 で は ない か と

も言 っ て い る 6 ）
。

一
方，中国で は込を麼 と書 く。 か つ ，麼は麻薬の 墨 ともとれ る 。 事実，こ の 地

は野生大麻が よ く繁茂 ， 生育す る土地 で もある 。 また
，

Ronald 　GQod に よ る 植物分布区系に従

えば，「2西お よび 中央ア ジ ア 区系」に属する
7 ）

。 大麻は，5000年前に シ ル ク ロ
ー

ドを経 て 中国

に
， 2500年前 に イ ン ド， 1000年 前 に 日本 に 渡 来 した と い うこ とは前報 2｝ で 述 べ た 。 今 日 ，

Canfiabis　sattva 　L．（アサ 〉は温帯， 寒帯を問わず ， 広 く全世界 に伝播 し， 分布 して い る 。 植物分

類学上 ，100種以 上 の 変種 （variety ，
　race ）が あ りなが ら

一
属
一

種 （a　single
，
　nonstabilized 　species

＝unstabilized 　species ）と認識 され て い る 不 思議 な植物で もある 。 ラテ ン国字で は （ranllcle」tsとい

う語 は ヘ ン プ （大麻の 繊 維， ハ ッ シ シ ュ
， 大麻 の 樹 脂）を意味 す る と同 時に科名を示す 。

Kaniia は管 （実際ア サ の 茎は
， 中空で 管状 をなす）。 ∫atiua は種名 を示 し， 語源 は r有用 なもの 」

で あるが 「栽培，生 育」をも意味する 。 さ らに，indica とか amerVcana とい う修飾語は い ろん

な地域 ， 地理的場所に 生育する種々 の 単一植物 を指す 。 例 えば
， （：annabl ・s　sativa 　tndica は イン

ドで 生 育する大麻 を言 う。 しか しなが ら，こ れ ら の 修飾語 はそ の植物の 基本的 な科学的な特性

を規定 して い る もの で はない 。 異な っ た植物で 観 察 される多 くの 変種 は，ある遺伝 的適応性 ，

環境の 影響ある い は人為的操作 に よる もの で ある 。 決 して 原産地の 差に よる もの で は な い
。

　既 述 L2 〕 の よ うに （；annaht
’
s　sattva は 数千 年に わ た っ て

， 茎 は繊維に
， 種子 は食用 ， 油 に

，

花穂は生理 活性物質 （blologically　active 　substances ）と して 栽培 され て い る 。 そ の 油 は塗料や

ツ ヤ 出 し，その 繊維は ロ
ープ，麻糸，紙，バ ッ グに，生理活性成分は，多 くは薬物 と して用 い

られて い る 。
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第 3節　大麻 の分類

　Cannabis は 分類学上 は ホ ッ プ
， 別名 カ ラ ハ ナ ソ ウ （クワ科）， （忽布 ，

　 Humulus 　Laρulus ，　L．

ビー
ル の 苦味質を含 む）に非常に近 い

。 こ の 大麻 （（rannabts　sative 　L．）は英名 をヘ ン プ とい う。

カ ン ナ ビ ス ・サチ
ーバ ・リ ン ネの命名者は ，

ス ウ ェ
ー

デ ン
， ウプサ ラ大学 の 博物学者 ， 教授 ，

カール ・フ ォ ン ・リ ン ネ （1707　一一1778）で ある 。 彼 は 1753年 ， 植物 を分類 ・体 系化 ， 999属 ，

5846種，1041変種 と し，24網 の 分類 を，さ らに 58 目 と した 。 ア サ は第 53 目と して ク ワ ，イ

ラ ク サ
，

ニ レ と共 に ある 。 「植物の 種j （1753年刊 ）お よ び 「植物の 属」 （1764年刊）は彼 に よ

っ て刊行され た植物分類 に関す る最初 の 成書で ある 。
こ れ はチ ャ

ール ズ ・ダーウ ィ ン の 「種の

起源」 （1859年刊 ） よ りも約 100年早 い 。 記述 の よ うに sattva （サチ ーバ ） と は 「栽培す る 」

を意味する 。 大麻は約 5000年以前か ら の 栽培植物で あ り，これ故に多 くの 変種が 品種改 良の

結果作 られた もの と考え られる 6，。

　 大麻 の 分 類 に 登 場 す る もう
一

人 の 植 物学 者 は ， 1778 年 「フ ラ ン ス 植物 誌 」 を 著 した

J．B ．P，A ．M ，ド ・
ラ マ ル ク （1744〜 1829年〉で ある 。 彼 は

， 「植物 は適応性が あ っ て ， よ く環境

の 変化に応 じて諸器官が次第に変わ り，発達する」 と し，（7annabis 　sattva 　L．こ そは熱帯で あ

る イ ン ドで 栽培す る と麻酔性が 強 くな り，
こ れ を温帯 ，

亜 寒帯地方 に移植 す る と
， 次 第に麻酔

性 成分 を含む樹脂 が 少 な い 繊 維種 に な る 。 即 ち ，
こ の 変化 は 生 理 的 ， 生 態的 な 変種 と考え

Cannabis 　sattva 　Ltnne 　var 　indtca 　La 　Marcfe と命名 ， あ くま で も大麻 を一
属
一

種で ある と主 張

した 。 彼 は
， 同様 な方法で コ カ 葉 （や は り麻酔性 の コ カ イ ン を含 む） に も Et：ythroayloi

・
i　coca

La 　 Marcle と命名 して い る 。 こ の 時代 は，未だ裸子植物 と被子植物 と の 区別 もされ て い な い
。

これ を実施 した の は，J．リ ン ドリイ （1799〜 1865年）で あ り （1830年），「植物 の 自然体系入

門」 を刊行 して い る 。

　 と は い うもの の ，植物の 分 類は依然，リ ン ネ以来の 人 為的な方法 に頼 らざるを得 な い が ，こ

の体系 は生 態学 ，
地 理 学 ， 細胞学 ， 遺伝学 の 観点か ら

，
また形質学 ， 植物化学 （化学成分 の 異

同）の 知見か ら再考 され よ うと して い る 。

　分類法に は，大きな グ ル ープの 順 に門 （Division また は phylum ），綱 （Class＞，目 （Order ），

科 （Family ）， 連 （Tride）， 属 （Genus ），種 （Species ） とな っ て お り，さらに分類 した い 時は ，

亜 （Sub−） とい う接 頭語 を用 い れ ばよ い
。 植物学者は ，二 名法 （属名 と種名を並記） に従 う。

従 っ て
，

ア サ は以下 の ように 分類 され る 。

　JouRNAL　OF 　NATuRAL 　PRoDu （）．Ts （vol，43，
170） ε） に よれ ば classification　of 　cannabisの 項

に
， 「Today ，

　in　classifing 　this　plant，　botanists　generally　agree　on 　the　following　list　of　taxa」 とある 。

　Division− Spermatophyta （種子植物門）

　　 Subdivision − Angiospermae （被子植物亜 門）

　　　　Class− Dicotyledoneae （双 子葉植物綱）

　　　　　　Subclass 　
一

　Archichlamydae （離 弁花植物亜 綱）

　　　　　　　　Order − Urticales （イ ラ クサ 目）

　　　　　　　　　　Family − Cannabaceae （アサ科）

　　　　　　 　　　　　 Genus − Cannabis （ア サ 属）

　　　　　　　　　　　　　 Species　一　sativa　Linne （種）
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　以前 は，Cannabts （ア サ属）は Urticaceae（イラ クサ 属）に分類され，　 monotypic と考えら

れ て い た が ， 最近 ， 数人の 植物学者は
， polytipicで ある と提唱 して い る 。 我が 国で は，　 Family

（科）を Cannahinaceae （（rannabaceae ある い は （7annabtdaceae ともか く） P・　1°）　 （ア サ科） と

せず ， Moraceae （ク ワ科）とする習慣が 永 く続 い て い る 。

ID 例 えば ， 学芸百科 12），原色牧野和

漢薬 草大図en　13）， 図説漢方医薬大事典 《中国薬学大典》 14）
， 生薬学 t「］〕

， 薬用植物学
L6〕

， 薬用植

物学各論 1の
， 牧野新 日本植物 図en　18），原色牧野植物大図鑑 （続編） 19）

， 彩色写生図 ， 日本の 薬

用植物 2D》
， 和漢薬百科図en　2b ， 最新生薬学

22） は
，

い ず れ もク ワ科 （Moraceae ） と記載 。 しか

し，日本大百科全書 23｝，薬用植物分類 学 24）
， 新訂和漢薬 25）で は

，
ア サ科 （（：annabinaceae ） と

記述 して い る 。 また
，

ア サに つ い て の 言及が ない 図書 に は
， 日本植物誌 跏 ，原 色植物検索図鑑 27＞

，

原 色 日本植物図鑑
2S｝
，カ ラ

ー
グ ラ フ ィ ッ ク薬用植物

29）等が あ るが ，ク ワ 科 とす る もの が 断然

多い 。

　 しか しな が ら，ク ワ 科に は乳管が 発達 して い る の に対 し，ア サ科 には乳管が存在 しない 。こ

の 点が ク ワ科 を誤 りとす べ き理 由 とな っ て い る （Tabie　1）。こ の 他 の 理 由とし て ，カ ン ナ ビ ノ

イ ドを含有する唯
一

の植物，ま た，種子が全 くク ワ 科 と異 なっ て い る と い うこ とか ら独立に ア

サ科 とされた 。

Table　1　 ア サ 科 と ク ワ 科の 異 同

科　名 ラ テ ン名 形 体 株 果 　実 乳 管 鐘 乳 体 胚 乳

ア サ 科

ク ワ科

α 御 紹 わ∫η8c鰡

　 躍ρπκ 齠

草本

木本

雌雄異 株

雌雄同株

または 異種

石　果

そ う果

な し

あ り

あ り

あ り

あ り

あ り

　既述 の よ うに 単
一

種 とす る も異論 が な い わけで は な い 。 ソ 連 の Janischevskii（1924年〉は ，

北 欧 か ら ロ シ ア 北 部，西 シ ベ リ ア ，中 央 ア ジ ア に か け て広 く分布する 体長 の 低 い ア サ を

Cannahis 　n ｛deratts　Janischevskiiと命名報告 して い る 。 現在 まで 文献上 に出て い る変種，変名

を挙げる と次 の よ うなもの が あ る
S ）

。

　  （7annabis 　sativa 　 Bauhim 　and 　Linnaeus ．  （：anitabis プflolliisaigttatts　Linnaeus ．  Cannabts

erratica ・Bauhim 　and 　Siev．  （コannabis 　mas 　D ’AleCharnps、  （ranitabis　femina　D ’AleChamps ．

  （rannabts　c／ti，zeTz∫is・Delile．  （；annabts ／f；oetens 　Gilib．  （rannabi ∫　indica　Lam （La　Marck）． 

Cannabts 　rapalus 　Scop，  Canvtabts　macrosperma 　Stokes．  Canuabis 　amencana 　Pharm ．　ex

Weh 皿 er．  （7annabis 　generalts　Krause ．  Cai 〃nabts 　grgantea　Crevost ．  （：an ”abis 　ruderattS

Janischevskii．  Cannabis 　tqterstitia　Sojakの 15種が 知 られ て い る。　schultesら 3。〉 は sattva 種，

indtca 　nt，　 ruderaltS 　Ptの 3種 を主 張 して い る （Fig．2）。 また ，この 3種に は木質部等 に 形態学

的差異が認め られる （Table　2）。

　Fig，3に被子植物の 系統関係図の 中の ア サの 位置づ けを示す 。

4
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Ruderalis

5

　　　　　Fig．2　形態学的 に 分 けた大麻 3種 6〕

Table　2　3種の 大麻変種の 産地，木質部 の 形態学的比 較

　　　　　　　 大　麻
産地 ・木質部

Sativa Indica Rude τalis

産　地 世 界各地
イ ン ド

1

不 パ
ー

ル

　 北欧
　 ロ シ ア

中央ア ジ ア

導管群 少な い 多　い
少 な い もの と

多 い もの あ り

導管 の 軸 狭　 い 広 　 い 狭　 い

ケ ラチ ン 様繊 維 存　在 鈿E　 い卩1鹽辱 存　在

繊維 の 幅 狭　 い 広　 い 広　 い

（
含

龕
8

籬

耄

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア カネ

　

　　　　
ク

　
　
　

　　　　　　＼ ， ／

　 　 　 　 〔オし庫性 ）　　　　　　　　　　 （葱零 性｝

　 　 　 　 　 　 　 　 （双 子葉 類》

　　　　　　Fig．3

　 　 　 　 　リン F ウ

イネ 　 　 カヤ ツ リグ サ

　 、 ノ

　
ィ

ぐ
ツ

リ

ハ ナイ

大麻 （ア サ ）を中心 とす る被子植物 の 系統関係図

（単子 葉顛 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　5
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Cannabis （ア サ） は
，

上述 の ご とくイラ クサ目 （urtica　les） に 属する 。 こ の 目の 特徴 は
， 木本

また は草本 （ア サ は どちらか とい うと草本 とい える が ， イ ン ド地方の ア サ は 2〜 3年も経 っ た

もの もあ り， 木本 と呼 べ る もの もある）葉は直生 ， 托葉 を もつ
。 花は両性 また は単性 ， 放射相

称 。 花被は 4〜5裂，雄ず い は花被裂片 に対生 。 子房 1〜 2室 ， 倒生胚株 。 種子に は胚乳があ

る ク ワ科，アサ科 ， イラクサ 科に 対 して ，胚乳 の な い トチ ュ ウ科 ，
ニ レ科に分け られ るが ，後

者は
，

さ ら に樹皮 に 乳液や ゴ ム 質を もつ トチ ュ ウ 属 と こ れ を持た ない ニ レ属 に 分 類 さ れ る
。

ア

サ は胚乳 を持つ の で 明らか に ク ワ科，イ ラ クサ科に近 い
。 こ の こ とが長 くク ワ科に 分類 され て

い た理 由か も知れ ない 。因み に ク ワ 科 （Moraceae ）の 形態学的特 徴は
， 草本 または木本。葉

vricutes（イラ ク サ目） に 属す る 科

Moraceae （ク ワ 科）

U ・… aceae ・イ ラ クサ 科・＜
EZtco’tnmilaceae （トチ ュ ウ 科）

Monas ’（ク ワ属〉 マ グ ワ，ヤマ グ ワ　 乳管，胚乳あ り

HZtmt ｛ltiS（カ ラハ ナ ソ ウ属）ホ ッ プ，カ ラハ ナ ソ ウ

Broussonetia （コ ウ ゾ属）

FiCtltS（イ ヌ ビ ワ 属）

β0θ加 躍 瑠 （マ オ 属 ）

urtica （イ ラ ク サ 属）

コ ウ ゾ

イチ ジ ク ，ボ ダ イ ジ ュ ，イ ン ドゴ ム ノ キ

ラ ミー （（苧麻 （チ ョ マ ），カ ラ ム シ））

イ ラ ク サ 　 乳 管，胚乳 あ り

Ulmaceae （ニ レ科）

Ettcommia （トチ ュ ウ属）　 1属 1種 　トチ ュ ウ　胚乳 な し

Cannabeaceae （ア サ 科）

utmtt∫ （ニ レ属〉 ノ ニ レ，ハ ル ニ レ　　胚乳な し

Cannabis （ア サ属）　 1属 1種　ア サ ，イ ン ドア サ 等　 乳管 なし，
　　　 　　　　　 胚乳 あ り

は互 生 ，托葉は草落性 ，花 は単生
， 雌雄 同株 （ア サ は雌雄異株） また は隠頭花序，花冠 はな い

。

雄花 の 萼は 2 〜 4枚裂 。雄ず い は，萼裂片 と同数で対生す る。雌花 の 萼 は 4裂，花柱 は 1〜 2

本，子房は上位 また は下位で 1室，胚株 は 1個，湾生 で ある 。 果 実は，そ う果 また は石果で 集

合果 ， 葉に しば しば鐘乳体が 存在す る 。 また は，アサ と異 な り乳管を持 つ もの が 多い 。 ク ワ科

は 世 界 に 61属 1550種 ， 日本 に は 6 属 17種が 分布 し て い る 。 さ ら に ，ク ワ 科 は コ ウ ゾ属

（Broussonetia） 一コ ウ ゾは ミ ツ マ タ と共に その 靭皮繊 維は
， 古 く和紙 の 原料 とな る 。 及び イ

ヌ ビ ワ 属 （Ficus）一
イチ ジ ク ，

ボ ダイ ジ ュ
， イ ン ドゴ ム ノ キ，既述 の ク ワ属 （Moras ） と カ ラ

ハ ナ ソ ウ属 （Hz 〃mulus ） と に 分 けられ る 。

　イラ クサ 科 に はマ オ属とイラ クサ 属が あ り，世界で は 42属 700種，日本 に は 12属 45種が

分布す る 。 ア サ の 類縁植物で あ る の で その 特徴を記す と
， 草本 まれ に 木本 ， 果実 はそ う果 ， 乳

液は な い
。 長 い 靭皮繊 維 を有する マ オ属 （Boehmen

’
a ）ラ ミ

ー
，中国で は根 を苧麻 （チ ョ マ ）

根 ， 別名カ ラ ム シ とい う。 カ ラ ム シ は繊維植物で あ り， 熱帯ア ジア原 産 。 イラクサ属 （Urttca）

に は有毒 な刺毛が ある イラ クサ が ある （Fig．4）。

　アサ は ， 種子植物 門 （Pho・lum　Spermatophyta）， 被子植物亜 門 （Suhpho，lum 　Angtospe7’m αe），

双子葉植物綱 （Dtcotyledoneae ），イラ ク サ 目 （Urticales），
ア サ科 （（annabaceae ，〔：a 〃nahi −

naceae ある い は Cannabidaceae ） の ア サ属 （Cann α bts）とな る 。
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ホ ッ プ 苧　麻

Fig．4　大麻 の 近縁植物

　そ の 他 ，ア サ と近 縁植物 と し て フ ウ ロ ソ ウ 目 （（；eraniales ）の ア マ 科 （Unaceae ）， ア マ 属

（Linum ）の 亜麻があ る 。 皮か ら繊維，種子か ら 30〜 40e／・ の 良質の 亜麻仁 油が とれ，こ の 点，

ア サ に似 る 。 靭皮繊 維 （軟 質繊 維）を持 つ もの と して 前述 の ラ ミ ー （苧麻），フ ラ ッ ク ス （亜

麻），
ヘ ン プ （大麻 ）が あ り， さら に ジ ュ

ー ト 横 麻）， イチ ビ （青麻）， ナ ナ フ （洋麻 ）等が

あ る
。 植物組織学上 で は

，
い ずれ も茎 の 靭皮部また は葉脈が 繊維 と な る 部分 で ある 。 葉脈 か ら

の み繊 維を取 っ た もの とし て マ ニ ラ麻 ，
シ ザ ル 麻，ニ ュ

ージ ラ ン ド麻 （硬 質繊維）が ある 。

第 4節　大 麻 （ア サ ）の 形 態 学

　こ れ まで
， 若干 ， 大麻 の 形態に つ い て触れ たが ，

こ こ で は さ らに詳述す る 。

　
一
年生草本，茎 は丈夫で堅 く直立するが ，根は比 較的浅 く，強風で 倒れ る こ ともある 。 高 さ

2 〜 3m （5m に 達する もの がある ）， 直径 は 2〜 3cm ， 成長期 に は 一
日 10　cm に も生育す る こ と

が ある 。 茎 の 表面 は 粗 く， 縦 溝が あ り，短 い 柔毛 で 覆わ れ ，皮層 は繊維に富む 。 基 部 は木質化

し て い る 。 葉 は 3〜 9枚 の 奇数の 小 葉が 集 ま っ た掌状複葉 をな し互 生 。 しか し
， 茎 の 下 部で は

しば しば対生 をなす 。 裂片 は ひ針形 ，即 ち小葉は ナ イ フ の 様 に長 く狭 い
， あ る い は線状 ひ針形

で縁に粗 い 鋸歯があ り，両面 と も細 か い 柔毛 （毛茸すな わ ち腺毛 と剛毛 ）で 覆 われ て い る 。 色

は濃緑色 ， 両端 は尖 っ て い る 。 毛 茸は，包 ・抱葉な ど殆 ど全 て の 部分 に あ り，発芽 した直後の

二枚 の 子葉 の 上面及び 辺縁 に も認 め られ る 。 葉柄は細 長 く，ヤ ッ デ に似 る 。 短 い 柔毛が密生 し

て い る 。 花 は単性 ， 双子植物の 雌 雄異株で ある こ と は 既 に何度 も述べ た 。 雌株は雄株 よ りも節

管が 幾分 か長 く，枝分 かれ が 比較的少な い
。 花期 は夏か ら秋 （8 −一　9月）に か け ， 雄花序 は疎

生 し た 円錐花序で 果穂 と呼ば れ る
。 頂生 ，ある い は 腋生 す る 。 5枚 の 「萼」 と 5個の 黄色 の

「葯」か ら成 る 。 雌花は
， 花弁 を持 たず柱頭 は 二 つ に 分 か れ

， 子房は 一つ で あ る 。 黄緑色 を帯

び，花被片 と雄ずい とも五枚弁の 芯を持 つ
。 黄白色 の 花粉を多量 に つ ける 。 風媒花 。 雌花 は緑

色で
， 葉腋 に束生する 。 雌花の 柱 頭の 周囲に多量の樹 脂 を持 つ 。花被片 は

一
枚 ，膜質，雌ずい

は
一

本，子房 は円錐状，痩果 （種子） は扁卵円形 （ウズ ラ の 卵 様），長 さは 4 〜 5  
， 経 3〜
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4   ， 種皮は灰褐色 で細網状紋があ り，黄緑色の 苞葉 に包 まれて い る （Fig．5−1，
2）。

　葉 の 横断面は表裏両面 に大型 の 表皮細胞
一

層が あ り，所 々 に 単細胞厚膜の 毛 （剛毛及 び腺毛）

を有 し，内部に 炭酸カ ル シ ウ ム の 鐘乳体が ある 。 また，球状の 腺鱗が あ っ て ，樹脂 及び精油 を

満たす 。 特に裏面 に多 く， 柵状組織は
一
層 ， 海綿組織には炭酸カ ル シ ウ ム の 集晶が存在する 。

Fig．6に葉横断面図 ，
　 Fig．7 に走査型電子顕微鏡 に よる剛毛 を示す 。

（注 ）A ：成長株

　　 B ；雄花 の 花序

　　 C ：開花

D ：萼片 と雄 しべ の つ い た 開花

E ：花粉 を含 ん だ葯

Fig，5−1 大麻草 の 雄株
］11
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Fig．5−2　大麻草 の 雌株
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Pa

cy 　 剛毛 （鐘乳体），　 pa　 ：柵状組織，　 sp ：海面組織，　 st ：気孔，
Cl｛　分 泌物 に よ っ て 遊離す る ク チ ク ラ，　 gs ：腺鱗　　 （（yttg）

Fig．6　大麻草 の 横断図

Fig．7　大麻草 の 葉 の 剛毛及び腺毛
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第 5節 おわ りに

　大麻 （ア サ ）は，本章にお い て ク ワ科 （Moraceae ）で は な く，
ア サ科 （Cannabinaceae ） と

独立 して呼ぶ べ きで あ る こ とが明 らか とな っ たであ ろ う。 なお ， 含有す る カ ン ナビ ノ イ ドに 基

づ く化学的な細分類法 も報告 され て い るが，これ に つ い て は次報に ゆず りた い
。

い ずれ にせ よ，

フ ラボ ノ イ ドや ア ル カ ロ イ ドの よ うに カ ン ナ ビ ノ イ ドは 近縁植物 をは じめ ，
い か な る植物 に も

存在 して い ない の で あ る か ら，

一
属

一
種 の 原則 は今 なお変わ らな い と言 える 。
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